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「東京新聞」首都・みやこ新聞 2003.5.27 掲載より

１９５０、６０年代に人気の歌声喫茶が、今各地で静かなブームにな

っている。日野市では市民団体が歌声喫茶のさきがけといわれる新宿「と

もしび」のバックアップを受けて、福祉施設で始めた「手話で唄う歌声

喫茶」がすっかり定着。多摩地区のネットワーク構想も浮かんでいる。

歌声喫茶の面白さを聴覚障害者らにもぜひ味わってもらおうというの

が狙い。手話の歌声喫茶が受けている背景は。 （記者 沢田 千秋）

日野市を活動範囲とする市民団体「レクプラス」＝吉野吾郎（62）幹
事＝などが主催、6月 29日、同市の福祉施設「愛隣舎」のホールで「手
話で唄う歌声喫茶」を開く。5回目の開催で、毎回会場に入りきれないほ
どの盛況ぶりだ。

レクプラスは財団法人日本レクリェーション協会が認定するレクリェ

ーションインストラクターの資格を持つ人たち約 25人でつくる団体。
「手話で唄う歌声喫茶」には、このメンバーが聴覚障害者に手話を使っ

て歌詞を伝え、健常者も用意された手話の絵が付いた歌詞カードを見な

がら一緒に歌う。 
そもそも、この催しを初めに企画したのは吉野幹事。ボランティア活

動などを行っていた定年退職前にレクリェーションインストラクターの

資格を取得し、「この資格を福祉の場で生かせないか」と思案していた時、

かってボランティアとして参加した障害者のロックバンドコンサートを

思い出した。

ボーカルはテンポの速いロックンロールを手話で激しく表現、聴覚障

害の観客には風船を渡してスピーカーから出る音の振動を感じてもらっ

た。「こんなふうに音楽を共有することができるんだ」。この時の感動が

もとで、手話の歌声喫茶を思いついたという。

最初に同ホールで開催したのは昨年 2 月。ここ数年で中高年を中心に
ブームとなっている歌声喫茶に、障害者も参加できないかと開催したと

ころ、予想を上回る好評。参加した障害者


